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大
谷
中
学
校

─ 中 P1 ─ ─ 中 P2 ─

1

2

3

4 5

日程ごとの志願者数と合格者数と入学者数

試験区分と科目

地域ごとの志願者と入学者数

2026年度入試合格基準点 受験者平均点

専願・両願
単願

［志願者地域別（専願・両願／単願）］
志願者数
計189名

滋賀県 8

滋賀県 11

京都市
87

京都市
39

京都府
（京都市以外）

15

京都府
（京都市以外）

19

大阪府 4

大阪府 2
その他 1

奈良県 3

［入学者地域別（専願・両願／単願）］

入学者数
計96名

京都市
26

京都市
36

京都府
（京都市以外）

11

京都府
（京都市以外）

12

大阪府 1

滋賀県 6
大阪府 2

滋賀県 2

❷Ａ３入試
・算数＋国語＋選択科目（理科･社会･英語から1科目または2科目選択。2科目受験した場合、いずれか良い方の得点を判定に採用します。）
・傾斜配点：算数150点・国語150点・選択科目100点

❸Ａ３・A2・Ｂ２・Ｃ２の算数･国語の問題傾向と難易度
・ 作問者は、この4つの入試は、傾向を変えずに同じレベルの問題となるように意識して作っています。
・ 合格基準点（得点率）は、Ａ３－Ａ2－Ｂ２－Ｃ２の順に高く設定しています。ただし、C2を受験すると複数回受験となる受験生
については、大谷熱望の受験生とみなして、合格基準点が高くならないように設定しています。

❺ＢＴ入試
適性検査型算数、及び適性検査型国語は必須です。適性検査型理科・社会と面接は希望者対象です。
洛北･西京･南陽･園部高校附属中学の入試問題（適性検査型問題）を意識して作問しており、その入試問題に対する特訓をしている
人向けの入試です。出題傾向としては、洛北・西京高校附属中学に近い問題を出題しています。

❶受験型について

2026年度入試について　※2027年度入試については、夏以降の要項で確認してください。

※両願および複数回受験者に
　ついては人数を「1人」として
　カウントしています。

1親子で説明会に参加し、個別相談内に設置された「ＡＳエントリー希望面接」を受ける
　（1）AS入試のコンセプトを理解する　（2）エントリー基準をクリアしている　⇒　（3）ＡＳエントリー用紙を受け取る

2谷験テストを受験する（結果が良かった人はプラス材料に）
3書類を提出
4書類審査自己アピール日　　2回（10月と12月）のうち、いずれか
5事前審査判定

小学５年の年度末と小学６年前期の通知表が、３段階の学校ではオール２以上
５段階の学校ではオール３以上 （ただし、私立小に通う方は応相談）

ＡＳ入試について
・ コンセプト：小６までに学習以外にもスポーツや音楽などの取り組みを行っている人や自慢できることのある人向きの入試です。
大学の自己推薦系の入試に強そうな人を発掘する目的もあります。

・ A2入試またはB2入試の受験もお薦めしています：ＡＳで確実にコアJrの合格をおさえ、A2入試またはＢ２入試でマスター
Jrの合格を視野に入れることと、入学後に国算の受験勉強をしていないことがデメリットにならないようにすること等を狙い
としています。また、特待生を目指している人はＡＳではなくＡ３を受けた方が有利です。（昨年度のＡＳ入試受験者のうち、マ
スターJr合格は1名でした）

・ 専願受験となります。
・ 自己推薦できるもの：スポーツ･習い事･検定や資格など（賞状や新聞記事のコピー、トロフィーの写真などの添付もOK）
・ 事前審査の手順

❻

｝

□ 2科目受験の方 15点加点 ： 英検準2級／漢検3級／数検4級
  8点加点 : 英検3級／漢検4級／数検5級
  5点加点 ： 英検4級／漢検5級／数検6級

❹資格による加点
以下の資格に応じて加点をして判定します。受験当日に、必ず認定証のコピーを志願票と一緒に提出してください。

認定書のコピーは、複数回受験の場合、初回受験時に提出してください。（2回目以降の受験の判定にも有効です）

□ 3・4科目受験の方 20点加点 ： 英検準2級／漢検3級／数検4級
10点加点 : 英検3級／漢検4級／数検5級
  5点加点 ： 英検4級／漢検5級／数検6級

※複数提出可。

日　程
志願者 受験者

合格者
マスター Jr コア Jr

男
計

男
計

男
計

男
計

女 女 女 女

A 日程
1/18
（土）

AS
13

15
13

15
ー

1
13

14
2 2 1 1

A3
35

59
34

55
15

26
14

23
24 21 11 9

A2
62

101
62

97
30

55
26

35
39 35 25 9

B 日程
1/19
（日）

B2
60

98
60

96
29

48
26

42
38 36 19 16

BT
5

8
5

8
3

6
1

1
3 3 3 ー

C 日程
1/22
（水）

C2
41

56
30

42
11

16
15

22
15 12 5 7

合　　　　計
216

337
204

313
88

152
95

137
121 109 64 42

（志願者、受験者、合格者の数字は、延べ人数です。）

入学者
クラス別入学者

マスター Jr コア Jr

受験型 日程
男

計
男

計
男

計
女 女 女

専願 AS
1

1
ー

ー
1

1
ー ー ー

両願
AS+α

12
14

2
3

10
11

2 1 1
A3+A2
A3+B2

24
41

11
21

13
20

17 10 7

両願合計
36

55
13

24
23

31
19 11 8

単願

複数回
8

16
6

12
2

4
8 6 2

A3
ー

1
ー

ー
ー

1
1 ー 1

A2
5

5
3

3
2

2
ー ー ー

B2
2

4
1

3
1

1
2 2 ー

BT
2

2
2

2
ー

ー
ー ー ー

C2
7

12
3

4
4

8
5 1 4

単願合計
24

40
15

24
9

16
16 9 7

入学者
クラス別入学者

マスター Jr コア Jr
男

計
男

計
男

計
女 女 女
61

96
28

48
33

48
35 20 15

試験区分 A3 A2 B2 BT C2
配点合計 400 300 300 100％ 300

両
願
・
複
数
回

全額給費 310 78% 240 80% 230 77% 65% 250 83%
半額給費 290 73% 225 75% 220 73% 60% 230 77%

マスター Jr 245 61% 195 65% 175 58% 45% 190 63%
コア Jr 165 41% 135 45% 120 40% 40% 130 43%

単
願

全額給費 330 83% 255 85% 245 82% 70% 265 88%
半額給費 310 78% 240 80% 235 78% 65% 245 82%

マスター Jr 265 66% 210 70% 190 63% 50% 205 68%
コア Jr 185 46% 150 50% 135 45% 45% 145 48%

※ BT は得点率で合格判定をおこなっています。

B2 BT ※得点率 C2
配点合計 300 100％ 300

教科 国語 算数 国語 算数 理・社 国語 算数
配点 150 150 100 100 100 150 150

平均点 76.2 84.2 57.8 59.3 54.9 91.3 83.9 
合計平均点 160.4 57.8 175.2

A3 A2
配点合計 400 300

教科 国語 算数 理科 社会 英語 国語 算数
配点 150 150 100 100 100 150 150

平均点 78.5 82.7 49.0 60.1 65.6 106.1 86.0 
合計平均点 国算理 210.1/ 国算社 231.7/ 国算英 210.8 192.1 

男女比は 6：4

AS 志望理由書・活動報告書・通知表のコピー（5・6年のもの）・作文・個人面接

A3
算数・国語（各50分/各150点）+選択科目（理科・社会・英語から1～2科目） 
※選択科目は各35分/各100点/2科目選択の場合はいずれか高得点を採用 
　【計400点】

A2 算数・国語（各50分/各150点）　【計300点】

B2 算数・国語（各50分/各150点）　【計300点】

BT
算数・国語（適性検査型問題/各50分/各100点）　【計200点】 
+自由選択科目 理社（適性検査型問題/50分/100点）+面接（個人）から選択 
※面接（個人）のみの選択は不可　【計300点】

C2 算数・国語（各50分/各150点） 【計300点】

〔専願・両願・複数回・単願の定義〕
受験型 対象となる試験区分 内 容 利 点

専願受験 ＡＳ
本校で学ぶことに強い意欲を持ち、
合格すれば入学する意志のある方。
※ ASを受験する＝専願 ということです。

・若干優遇

両願受験 AS、Ａ３、A2、Ｂ２ AS+A2、AS+B2、A3+A2、A3+B2 の
４つの受験パターン。

・両方の入試で得点優遇
・同時出願で受験料は 1 回分

複数回受験 A2、B2、BT、C2 両願以外で、２回目以降の受験。
※ 1 回目は単願受験となります

・2 回目以降の入試で得点優遇

単願受験 A3、A2、B2、BT、C2 それぞれの受験型で、単独での1回目の受験。 ー

※両願受験の得点優遇は受験をして成立します。
　（欠席すれば得点優遇はなくなります）
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日程ごとの志願者数と合格者数と入学者数

試験区分と科目

地域ごとの志願者と入学者数

2026年度入試合格基準点 受験者平均点

専願・両願
単願

［志願者地域別（専願・両願／単願）］
志願者数
計189名

滋賀県 8

滋賀県 11

京都市
87

京都市
39

京都府
（京都市以外）

15

京都府
（京都市以外）

19

大阪府 4

大阪府 2
その他 1

奈良県 3

［入学者地域別（専願・両願／単願）］

入学者数
計96名

京都市
26

京都市
36

京都府
（京都市以外）

11

京都府
（京都市以外）

12

大阪府 1

滋賀県 6
大阪府 2

滋賀県 2

❷Ａ３入試
・算数＋国語＋選択科目（理科･社会･英語から1科目または2科目選択。2科目受験した場合、いずれか良い方の得点を判定に採用します。）
・傾斜配点：算数150点・国語150点・選択科目100点

❸Ａ３・A2・Ｂ２・Ｃ２の算数･国語の問題傾向と難易度
・ 作問者は、この4つの入試は、傾向を変えずに同じレベルの問題となるように意識して作っています。
・ 合格基準点（得点率）は、Ａ３－Ａ2－Ｂ２－Ｃ２の順に高く設定しています。ただし、C2を受験すると複数回受験となる受験生
については、大谷熱望の受験生とみなして、合格基準点が高くならないように設定しています。

❺ＢＴ入試
適性検査型算数、及び適性検査型国語は必須です。適性検査型理科・社会と面接は希望者対象です。
洛北･西京･南陽･園部高校附属中学の入試問題（適性検査型問題）を意識して作問しており、その入試問題に対する特訓をしている
人向けの入試です。出題傾向としては、洛北・西京高校附属中学に近い問題を出題しています。

❶受験型について

2026年度入試について　※2027年度入試については、夏以降の要項で確認してください。

※両願および複数回受験者に
　ついては人数を「1人」として
　カウントしています。

1親子で説明会に参加し、個別相談内に設置された「ＡＳエントリー希望面接」を受ける
　（1）AS入試のコンセプトを理解する　（2）エントリー基準をクリアしている　⇒　（3）ＡＳエントリー用紙を受け取る

2谷験テストを受験する（結果が良かった人はプラス材料に）
3書類を提出
4書類審査自己アピール日　　2回（10月と12月）のうち、いずれか
5事前審査判定

小学５年の年度末と小学６年前期の通知表が、３段階の学校ではオール２以上
５段階の学校ではオール３以上 （ただし、私立小に通う方は応相談）

ＡＳ入試について
・ コンセプト：小６までに学習以外にもスポーツや音楽などの取り組みを行っている人や自慢できることのある人向きの入試です。
大学の自己推薦系の入試に強そうな人を発掘する目的もあります。

・ A2入試またはB2入試の受験もお薦めしています：ＡＳで確実にコアJrの合格をおさえ、A2入試またはＢ２入試でマスター
Jrの合格を視野に入れることと、入学後に国算の受験勉強をしていないことがデメリットにならないようにすること等を狙い
としています。また、特待生を目指している人はＡＳではなくＡ３を受けた方が有利です。（昨年度のＡＳ入試受験者のうち、マ
スターJr合格は1名でした）

・ 専願受験となります。
・ 自己推薦できるもの：スポーツ･習い事･検定や資格など（賞状や新聞記事のコピー、トロフィーの写真などの添付もOK）
・ 事前審査の手順

❻

｝

□ 2科目受験の方 15点加点 ： 英検準2級／漢検3級／数検4級
  8点加点 : 英検3級／漢検4級／数検5級
  5点加点 ： 英検4級／漢検5級／数検6級

❹資格による加点
以下の資格に応じて加点をして判定します。受験当日に、必ず認定証のコピーを志願票と一緒に提出してください。

認定書のコピーは、複数回受験の場合、初回受験時に提出してください。（2回目以降の受験の判定にも有効です）

□ 3・4科目受験の方 20点加点 ： 英検準2級／漢検3級／数検4級
10点加点 : 英検3級／漢検4級／数検5級
  5点加点 ： 英検4級／漢検5級／数検6級

※複数提出可。

日　程
志願者 受験者

合格者
マスター Jr コア Jr

男
計

男
計

男
計

男
計

女 女 女 女

A 日程
1/18
（土）

AS
13

15
13

15
ー

1
13

14
2 2 1 1

A3
35

59
34

55
15

26
14

23
24 21 11 9

A2
62

101
62

97
30

55
26

35
39 35 25 9

B 日程
1/19
（日）

B2
60

98
60

96
29

48
26

42
38 36 19 16

BT
5

8
5

8
3

6
1

1
3 3 3 ー

C 日程
1/22
（水）

C2
41

56
30

42
11

16
15

22
15 12 5 7

合　　　　計
216

337
204

313
88

152
95

137
121 109 64 42

（志願者、受験者、合格者の数字は、延べ人数です。）

入学者
クラス別入学者

マスター Jr コア Jr

受験型 日程
男

計
男

計
男

計
女 女 女

専願 AS
1

1
ー

ー
1

1
ー ー ー

両願
AS+α

12
14

2
3

10
11

2 1 1
A3+A2
A3+B2

24
41

11
21

13
20

17 10 7

両願合計
36

55
13

24
23

31
19 11 8

単願

複数回
8

16
6

12
2

4
8 6 2

A3
ー

1
ー

ー
ー

1
1 ー 1

A2
5

5
3

3
2

2
ー ー ー

B2
2

4
1

3
1

1
2 2 ー

BT
2

2
2

2
ー

ー
ー ー ー

C2
7

12
3

4
4

8
5 1 4

単願合計
24

40
15

24
9

16
16 9 7

入学者
クラス別入学者

マスター Jr コア Jr
男

計
男

計
男

計
女 女 女
61

96
28

48
33

48
35 20 15

試験区分 A3 A2 B2 BT C2
配点合計 400 300 300 100％ 300

両
願
・
複
数
回

全額給費 310 78% 240 80% 230 77% 65% 250 83%
半額給費 290 73% 225 75% 220 73% 60% 230 77%

マスター Jr 245 61% 195 65% 175 58% 45% 190 63%
コア Jr 165 41% 135 45% 120 40% 40% 130 43%

単
願

全額給費 330 83% 255 85% 245 82% 70% 265 88%
半額給費 310 78% 240 80% 235 78% 65% 245 82%

マスター Jr 265 66% 210 70% 190 63% 50% 205 68%
コア Jr 185 46% 150 50% 135 45% 45% 145 48%

※ BT は得点率で合格判定をおこなっています。

B2 BT ※得点率 C2
配点合計 300 100％ 300

教科 国語 算数 国語 算数 理・社 国語 算数
配点 150 150 100 100 100 150 150

平均点 76.2 84.2 57.8 59.3 54.9 91.3 83.9 
合計平均点 160.4 57.8 175.2

A3 A2
配点合計 400 300

教科 国語 算数 理科 社会 英語 国語 算数
配点 150 150 100 100 100 150 150

平均点 78.5 82.7 49.0 60.1 65.6 106.1 86.0 
合計平均点 国算理 210.1/ 国算社 231.7/ 国算英 210.8 192.1 

男女比は 6：4

AS 志望理由書・活動報告書・通知表のコピー（5・6年のもの）・作文・個人面接

A3
算数・国語（各50分/各150点）+選択科目（理科・社会・英語から1～2科目） 
※選択科目は各35分/各100点/2科目選択の場合はいずれか高得点を採用 
　【計400点】

A2 算数・国語（各50分/各150点）　【計300点】

B2 算数・国語（各50分/各150点）　【計300点】

BT
算数・国語（適性検査型問題/各50分/各100点）　【計200点】 
+自由選択科目 理社（適性検査型問題/50分/100点）+面接（個人）から選択 
※面接（個人）のみの選択は不可　【計300点】

C2 算数・国語（各50分/各150点） 【計300点】

〔専願・両願・複数回・単願の定義〕
受験型 対象となる試験区分 内 容 利 点

専願受験 ＡＳ
本校で学ぶことに強い意欲を持ち、
合格すれば入学する意志のある方。
※ ASを受験する＝専願 ということです。

・若干優遇

両願受験 AS、Ａ３、A2、Ｂ２ AS+A2、AS+B2、A3+A2、A3+B2 の
４つの受験パターン。

・両方の入試で得点優遇
・同時出願で受験料は 1 回分

複数回受験 A2、B2、BT、C2 両願以外で、２回目以降の受験。
※ 1 回目は単願受験となります

・2 回目以降の入試で得点優遇

単願受験 A3、A2、B2、BT、C2 それぞれの受験型で、単独での1回目の受験。 ー

※両願受験の得点優遇は受験をして成立します。
　（欠席すれば得点優遇はなくなります）
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設問ごとの正答率と講評

─ 中 P3 ─ ─ 中 P4 ─

【社会】例年と同じく地理分野と歴史分野が40点ずつ、公民分野が20点の出題で、配点は全て２点としました。「基本事項を知識として定着させているか」「資料や文章を丁寧に読む力があるか」「日常生活やニュースの内
容と社会科の学習内容を結び付けているか」の３点を重視した問題となっており、こちらも例年通りです。難易度も例年通りであり、平均点は60.07点でした。分野ごとの正答率は、地理分野が53%、歴史分野は67%、公民分
野は57%でした。歴史分野は「時代―人物―できごと」を結び付けながら学習すれば高得点が望めるため、今年の受験生もよく勉強してきたなという印象です。一方、地理分野では、語句を暗記すれば解ける問題が少なく、
「各都道府県の地誌（地形、気候、人口、産業など）を押さえているか」「なぜそうなるのか」というところまで理解していないと高得点は望めないため、正答率が伸び悩んだのではないかと予想されます。また、地理分野や公
民分野で多く見られた、資料を読み取る問題は高い正答率でした。中には長文から読み取り、思考力を働かせる必要のある問題もありましたが、限られた時間の中で集中力を切らすことなく、丁寧に読み取ることができた
受験生が多かったように感じます。１は、都道府県かるたをおこなうという場面で、北海道、広島県、山形県、千葉県の地誌を中心に出題しました。それぞれの都道府県名は伏せており、形と説明文のみをヒントに問題を解
く必要がありました。正答率が高かった問題は、問１（ａ）、問４、問１２です。都道府県庁所在地や日本の漁業（沖合漁業や養殖業）は、どちらも基本事項であり、本校の入試でも頻出となっていますので、確実に得点したい
問題です。また、問１２は資料をよく読んで答える問題でしたが、丁寧に読み取れた受験生が多くいました。正答率が低かった問題は、問１（ｂ）、問６、問７です。気候や季節風の向きを問う問題は本校の入試でも頻出です
が、例えば問１（ｂ）の問題は、例年よく見られる雨温図を選ぶという形ではなく、冬の降水量が数値で示されており、合わせてその都市の人口規模を知っておく必要がある問題でした。決して難問ではありませんが、雨温図
の形だけを覚えてきた受験生にとっては解くことが難しかったのではないかと思います。なぜそのような気候になるのか、ということまで理解しておく必要があります。季節風の向きや各都道府県の産業を問う問題でも、同じ
ことが言えます。２は、資源・エネルギー問題や食料問題に関するリード文を中心に出題しました。世界地理にあたる問題もありましたが、しっかりと対策をしてきているように感じました。正答率が低かった問題は、問２で
す。「バイオマス発電」という基本的な語句を問う問題でしたが、設問中の「日本でも再生可能エネルギーを使った発電は進んでおり、生ごみや家畜(かちく)のふん、木のくずといった動植物から得られる資源を燃やすことで
発電する」といった文章の、「燃やす」という語句に惑わされたのか、火力発電という誤答が多くありました。再生可能エネルギーとは何か、火力発電は何を燃やすのか、バイオマス発電とは何か、という部分まで理解してお
く必要がありました。３は、歴史分野で、時代ごとに作られたカードを中心に出題しました。本校ではよく見られるタイプの出題方法でした。弥生時代～第二次世界大戦前後までまんべんなく出題されています。正答率が高
かった問題は、問６、問８、問15です。基本語句を問う問題だけでなく、写真から建造物を選ぶ、その時代の様子を説明する文を選ぶといった問題でも正答率が高かったことから、十分に対策できている受験生が多かったと
言えます。特に正答率が低かった問題はありませんが、出来事を時代の古い順に並べる問題については、他と比べると低くなりました。頻繁に出題される形式であるため、対策をしておく必要があります。４は、公民分野
で、「総理の一日」というWebサイトにある、2025年度の話題から出題しました。会議や式典などの資料をもとにした設問が多く、時事的な要素のある出題もありました。４つの大問の中では、最も文章を読む量が多く、速く正
確に文章を読み取る力が求められました。公民分野は、対策も難しく、地理分野、歴史分野に比べて配点も低いことから、どうしても対策が後回しにされがちです。しかし、基本語句や基本事項は少ないため、対策をした
分、確実に得点に繋げられる分野です。問１、問７は、それぞれ内閣の仕事や国際連合の仕組みを問う単純な問題だったので、正答率が46.7％、60.0％とあまり高くなかったのはもったいないように感じます。一方で、問10
のように、一つ一つの選択肢がかなり長い文章の問題もありましたが、多くの受験生が正確に読み取り、正解することができました。
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【国語】例年と同じような問題構成で出題しました。大問１は漢字の読み書きです。今回は漢字の訓読みの問題が多く出題されています。よく耳にする言葉であっても、書けないことは意外とあるものです。油断せずに漢字
の勉強をしておきましょう。大問２～５は、語彙の問題です。日常的に使用する言葉の問題から小学生には耳慣れない言葉の問題まで様々ありました。大問５は修飾語の係り受けを見分ける問題ですが、正答率が低く、対
策している人としていない人とで差がつきました。普段何気なく使っている言葉や表現にも意識を向ける必要があります。難しい言葉にも積極的に触れる機会を増やすよう意識してください。大問６は熟語を組み合わせて答
えを導き出す問題です。正解率はあまり高くありませんでした。大谷ではよく出題されている形式ですし、この手の問題は慣れが必要ですので、しっかりと練習してライバルに差をつけてください。大問７では説明文を出題し
ました。今回は「ごめんなさい」という言葉の意味や重みは、使用する人や状況によって異なってくるという内容でした。問六は、本文全体を受けて、内容と一致しているものを選ぶ問題でした。正答率は良く、多くの受験生
が文章の大意をつかんで読むことができていることが分かりました。しかし、抜き出し問題については、似通った表現が文章中に複数見られるため、抜き出し箇所を探すのに苦労した受験生が多かったことと思います。文
章読解力はすぐに身につくものではありませんので、日頃から多くの文章に触れ、その文章を丁寧に読むように意識してほしいと思います。
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【算数】今年度より大問１を10題（計算問題4題と基本的な文章題6題）、大問２を基本的な図形に関する問題を5題、大問３は規則性を問う問題、大問４は基本的な問題と数学的な思考が必要な問題を50分で出題していま
す。大問１は基本的な計算問題や参考書にある○○算の基本レベルの問題の考え方を理解しながら問題を解くようにしましょう。特に、大問１の後半部分では○○算の中でも少し難しめの問題も出題しています。大問１で
は７問以上は正解できることを目標に頑張りましょう。大問２は、図形に関する問題です。角度、面積、表面積、体積のすべてを問うようになっています。前半(1)、(2)では基本的な問題になっているので正解できるようにしま
しょう。(3)では体積、表面積の問題です。見えていない部分や重なっている部分に注意して、効率よく計算しましょう。大問３は例年、数字の規則性や図形の規則性のどちらかで出題をしています。今回は数字の規則性に
ついての問題でした。どこに注目すれば規則が見つけられるのか、問題演習で経験を積みましょう。大問４は例年、○○算の応用問題を出題しています。今回は食塩水についての問題でした。食塩水の量、食塩の量、水
の量を整理しながら問題を解きましょう。(3),(4)では式・考え方を問うようになっています。部分点があるので、途中の計算も省略せずに書けるように練習しておきましょう。どの問題にも関わることですが、式が書けていても
計算ミスをしてしまうことがあります。１つ１つ丁寧に計算することを心がけてください。
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【理科】大問4題の構成。理科4分野を満遍なく出題。大問１は基礎的な4分野の小門集合を出題。濃度の計算は苦手な諸君は厳しい問題であったかもしれないが、健闘がみられた。次に天体に関する問題の記述の誤りが
みられた。自転と公転、日食と月食の違いなど、用語の整理をしてほしい。大問２は化学分野で木炭の燃焼に関する問題。この問題は文章をしっかりと読む必要がある。問題文を理解することで、有機物、無機物が理解で
きる。有機物、無機物の理解をして解答することが大切である。大問３は生物分野と地学分野の複合問題である。地学分野に関しては図１を用いて解答することが大切である。また、用語が難しく、戸惑った受験生も多く見
られた。しっかりと問題文を読み、地層に関する用語整理が必要である。次に生物分野に関しては、生物の特徴を図などから認識し、理解できれば解答できる問題である。特にアンモナイトとオウムガイを関連付けて解答
する必要がある。大問４は物理分野でテコの問題である。このテコに関する問題は、多くの受験生にとって苦手な範囲である。しかし、計算問題など、正答率も良く、健闘がみられた。
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【英語】出題形式は昨年度同様で、語彙力・文法力・読解力をバランスよく問う問題構成としています。第１問：旅行の計画を立てている家族と旅行代理店とのメールのやりとりを読み、本文中の空欄に当てはまる文や内容
について答える問題でした。２通のメールの対応する箇所を探し出し、全体の流れを考えて答える必要があり、受験生にとって難易度は高かったようです。第２問：標準的な対話文を完成させる問題です。概ねよくできてい
ましたが、文法的知識を問う問題の正答率は低かったです。第３問：イラストを見て、動詞や形容詞を答える問題です。概ねよくできていました。第４問：文法的知識を問う空所補充問題です。(1)が難しかったようですが、全
体的に正答率は高かったです。第５問：４コママンガの登場人物のセリフを答える問題です。全体的に正答率は高かったです。第６問：語句整序問題です。全体的に正答率は低かったです。高得点を目指すうえでは、長文
読解問題や語句整序問題で得点率を上げることが重要です。普段から様々なジャンルの英文に触れたり、基本的な文法事項を確認したりして高い正答率を目指しましょう。
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【国語】ＢＴ入試は、他の入試形態と異なり、記述や作文の問題が主となります。記述問題は、20字から40字程度、作文は400字程度のものが出題されます。これらの問題では、解答の根拠となる部分を文章中から適切に
見つけ出す力と、それを相手に伝える表現力が必要となります。大問1は、社会の持つ不利な側面を克服するため、「有利さ」に目を向け活かそうとする人々について説明した文章です。筆者は複数の具体例を用いながら
主張を展開しているので、具体例を整理しながら読み取る必要がありました。大問２は、人間は植物よりも高等な生命だという私たちの認識に疑問を投げかける文章です。植物がなければ人間は生きていくことがきでない
にもかかわらず、植物をコントロールしているつもりになっているという内容です。途中で話題が学問系統へと転換するため、読みにくいと感じるかもしれませんが、こちらの文章も、筆者の主張を丁寧に追いながら読んで
ほしいと思います。大問3は400字程度の作文です。今回は三十年後の自分を想像して書かなければならないという点で、受験生にとっては苦労した問題だったかもしれません。また、「理想とする生き方に近い人物」を挙
げた上で理由を説明し、今できることを述べるという複数の条件が設けられていたため、問題文の指示を注意深く読み取る必要がありました。問題文を正しく読み取れていなかったために減点されたり、意見を深めること
ができずに表面的な記述にとどまってしまったりした受験生がいましたが、意欲的に作文を書いているだけに、もったいないと感じました。記述力を身につけるためには、記述する練習も大切ですが、まずは多くの文章を読
み、物事を知ろうとする姿勢を持ってほしいと思います。知識や教養を蓄えることで、多角的な視点で文章を書けるようにはずです。

(1)あ 38%

(1)い 63%

(2)a 100%

(2)b 63%

一

(3) 34%

(4)あ 88%

(4)い 75%

(5)あ 75%

一

(3) 75%

(4) 47%

(5) 50%

(6) 63%

二

内容 39%

文章 60%

形式 50%

三
一 (5)い 50%

(1) 63%

(2)Ⅰ 15%

(2)Ⅱ 63%

二

【算数】この入試では、問題を解くために必要な情報を長い文章や会話文の中から読み取り、早く正確に解く力が求められています。大問１は動物の年れいを人間の年れいにおきかえる問題です。会話文にしたがって表を
見ながらそれぞれの年れいを求めればよいでしょう。どの表も等差数列であるので、ていねいに計算することで正解にたどりつけます。大問２は論理の問題です。得意の矢印というルールに沿って図を完成させていきま
しょう。(2)では①～⑤のBさんの発言から図を利用して整理することで求めることができます。(3)は(1)の結果から図３を完成させて解答しましょう。大問３は冊子の作成の問題です。文章や図２から最後のページは４×
(ページ数)ー２で求められることや、となりあう面のページの和はどの面も等しいことなどの数字の規則性を見つけることができれば容易に解くことができます。大問４は図形の回転についての問題です。(1),(2)は円周およ
びおうぎ形の弧の長さが動いた長さと一致します。(3)の②では、図形EFGは３枚のおうぎ形を重ねたもの(ルーローの三角形)ではありますが、図３の考え方を用いると半径６cmの円を転がすことと同じであるので、この図
形が通ったあとの部分はドーナツ型(半径18cmの円から半径12cmの円をのぞいた部分)になります。

(1)ア 50.0%
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(1)ウ 75.0%

１
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４ (1) 87.5%

３
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４

１ (1)エ 50.0%
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(2) 75.0%
２

２ (3) 62.5%

(1) 62.5%

(2) 50.0%
３

【理科・社会】大問が３題設定されており、第１問が社会、第２問が理科、第３問が社会・理科の複合問題でした。社会では、例年通り、単に基本語句を答える出題は少なく、歴史分野の「源頼朝」を問われる１問のみでし
た。また、例年と同様、各都道府県のデータ（今回であれば、各都道府県の農業の特徴と面積）を頭に入れておくと解きやすい問題を出題しました。また、１（１）Ⅱの水屋の役割を答える問題は、身近に起こりうる自然災害
に日頃から関心を持っているか、与えられた資料から災害の場面を想像し、適切な対応が何かを考えることができるかという、高度な思考力を要する問題でした。３の（８）では、地図と年表から必要な情報を読み取った上
で、地理と歴史、どちらの知識も用いて論述する問題を出題しました。その他は、雨温図から気候を読み取る問題、文章をよく読めば容易に空欄補充ができる問題など、例年、本校のＢＴ入試で頻出のパターンの問題が多
く見られました。過去問で対策をしてきた受験生にとっては、解きやすく感じたのではないでしょうか。理科では物理・化学・生物・地学からそれぞれに、様々なデータを読み取って思考する問題を多く出題しました。選択肢
から正答を選ぶ知識問題はよくできていました。説明文やデータから理由を説明する問題は少し難問であり、正答率が低くなっていました。文章を書くときには、思い込みで書かずに、何を問われているのかというポイント
をしっかり考えて文章を組み立てるようにしましょう。聞かれていることを的確に文章にできれば、より得点が取れたと思います。

(1)Ⅰ 57.1%
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(3) 57.1%

(4) 57.1%

１
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３ (1) 57.1%

２
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３
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３
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(5)3 85.7%

(1)Ⅰ 25.0%

(1)Ⅱ 14.3%

(1)Ⅲ記号 100.0%

１

２
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設問ごとの正答率と講評

─ 中 P3 ─ ─ 中 P4 ─

【社会】例年と同じく地理分野と歴史分野が40点ずつ、公民分野が20点の出題で、配点は全て２点としました。「基本事項を知識として定着させているか」「資料や文章を丁寧に読む力があるか」「日常生活やニュースの内
容と社会科の学習内容を結び付けているか」の３点を重視した問題となっており、こちらも例年通りです。難易度も例年通りであり、平均点は60.07点でした。分野ごとの正答率は、地理分野が53%、歴史分野は67%、公民分
野は57%でした。歴史分野は「時代―人物―できごと」を結び付けながら学習すれば高得点が望めるため、今年の受験生もよく勉強してきたなという印象です。一方、地理分野では、語句を暗記すれば解ける問題が少なく、
「各都道府県の地誌（地形、気候、人口、産業など）を押さえているか」「なぜそうなるのか」というところまで理解していないと高得点は望めないため、正答率が伸び悩んだのではないかと予想されます。また、地理分野や公
民分野で多く見られた、資料を読み取る問題は高い正答率でした。中には長文から読み取り、思考力を働かせる必要のある問題もありましたが、限られた時間の中で集中力を切らすことなく、丁寧に読み取ることができた
受験生が多かったように感じます。１は、都道府県かるたをおこなうという場面で、北海道、広島県、山形県、千葉県の地誌を中心に出題しました。それぞれの都道府県名は伏せており、形と説明文のみをヒントに問題を解
く必要がありました。正答率が高かった問題は、問１（ａ）、問４、問１２です。都道府県庁所在地や日本の漁業（沖合漁業や養殖業）は、どちらも基本事項であり、本校の入試でも頻出となっていますので、確実に得点したい
問題です。また、問１２は資料をよく読んで答える問題でしたが、丁寧に読み取れた受験生が多くいました。正答率が低かった問題は、問１（ｂ）、問６、問７です。気候や季節風の向きを問う問題は本校の入試でも頻出です
が、例えば問１（ｂ）の問題は、例年よく見られる雨温図を選ぶという形ではなく、冬の降水量が数値で示されており、合わせてその都市の人口規模を知っておく必要がある問題でした。決して難問ではありませんが、雨温図
の形だけを覚えてきた受験生にとっては解くことが難しかったのではないかと思います。なぜそのような気候になるのか、ということまで理解しておく必要があります。季節風の向きや各都道府県の産業を問う問題でも、同じ
ことが言えます。２は、資源・エネルギー問題や食料問題に関するリード文を中心に出題しました。世界地理にあたる問題もありましたが、しっかりと対策をしてきているように感じました。正答率が低かった問題は、問２で
す。「バイオマス発電」という基本的な語句を問う問題でしたが、設問中の「日本でも再生可能エネルギーを使った発電は進んでおり、生ごみや家畜(かちく)のふん、木のくずといった動植物から得られる資源を燃やすことで
発電する」といった文章の、「燃やす」という語句に惑わされたのか、火力発電という誤答が多くありました。再生可能エネルギーとは何か、火力発電は何を燃やすのか、バイオマス発電とは何か、という部分まで理解してお
く必要がありました。３は、歴史分野で、時代ごとに作られたカードを中心に出題しました。本校ではよく見られるタイプの出題方法でした。弥生時代～第二次世界大戦前後までまんべんなく出題されています。正答率が高
かった問題は、問６、問８、問15です。基本語句を問う問題だけでなく、写真から建造物を選ぶ、その時代の様子を説明する文を選ぶといった問題でも正答率が高かったことから、十分に対策できている受験生が多かったと
言えます。特に正答率が低かった問題はありませんが、出来事を時代の古い順に並べる問題については、他と比べると低くなりました。頻繁に出題される形式であるため、対策をしておく必要があります。４は、公民分野
で、「総理の一日」というWebサイトにある、2025年度の話題から出題しました。会議や式典などの資料をもとにした設問が多く、時事的な要素のある出題もありました。４つの大問の中では、最も文章を読む量が多く、速く正
確に文章を読み取る力が求められました。公民分野は、対策も難しく、地理分野、歴史分野に比べて配点も低いことから、どうしても対策が後回しにされがちです。しかし、基本語句や基本事項は少ないため、対策をした
分、確実に得点に繋げられる分野です。問１、問７は、それぞれ内閣の仕事や国際連合の仕組みを問う単純な問題だったので、正答率が46.7％、60.0％とあまり高くなかったのはもったいないように感じます。一方で、問10
のように、一つ一つの選択肢がかなり長い文章の問題もありましたが、多くの受験生が正確に読み取り、正解することができました。
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【国語】例年と同じような問題構成で出題しました。大問１は漢字の読み書きです。今回は漢字の訓読みの問題が多く出題されています。よく耳にする言葉であっても、書けないことは意外とあるものです。油断せずに漢字
の勉強をしておきましょう。大問２～５は、語彙の問題です。日常的に使用する言葉の問題から小学生には耳慣れない言葉の問題まで様々ありました。大問５は修飾語の係り受けを見分ける問題ですが、正答率が低く、対
策している人としていない人とで差がつきました。普段何気なく使っている言葉や表現にも意識を向ける必要があります。難しい言葉にも積極的に触れる機会を増やすよう意識してください。大問６は熟語を組み合わせて答
えを導き出す問題です。正解率はあまり高くありませんでした。大谷ではよく出題されている形式ですし、この手の問題は慣れが必要ですので、しっかりと練習してライバルに差をつけてください。大問７では説明文を出題し
ました。今回は「ごめんなさい」という言葉の意味や重みは、使用する人や状況によって異なってくるという内容でした。問六は、本文全体を受けて、内容と一致しているものを選ぶ問題でした。正答率は良く、多くの受験生
が文章の大意をつかんで読むことができていることが分かりました。しかし、抜き出し問題については、似通った表現が文章中に複数見られるため、抜き出し箇所を探すのに苦労した受験生が多かったことと思います。文
章読解力はすぐに身につくものではありませんので、日頃から多くの文章に触れ、その文章を丁寧に読むように意識してほしいと思います。
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【算数】今年度より大問１を10題（計算問題4題と基本的な文章題6題）、大問２を基本的な図形に関する問題を5題、大問３は規則性を問う問題、大問４は基本的な問題と数学的な思考が必要な問題を50分で出題していま
す。大問１は基本的な計算問題や参考書にある○○算の基本レベルの問題の考え方を理解しながら問題を解くようにしましょう。特に、大問１の後半部分では○○算の中でも少し難しめの問題も出題しています。大問１で
は７問以上は正解できることを目標に頑張りましょう。大問２は、図形に関する問題です。角度、面積、表面積、体積のすべてを問うようになっています。前半(1)、(2)では基本的な問題になっているので正解できるようにしま
しょう。(3)では体積、表面積の問題です。見えていない部分や重なっている部分に注意して、効率よく計算しましょう。大問３は例年、数字の規則性や図形の規則性のどちらかで出題をしています。今回は数字の規則性に
ついての問題でした。どこに注目すれば規則が見つけられるのか、問題演習で経験を積みましょう。大問４は例年、○○算の応用問題を出題しています。今回は食塩水についての問題でした。食塩水の量、食塩の量、水
の量を整理しながら問題を解きましょう。(3),(4)では式・考え方を問うようになっています。部分点があるので、途中の計算も省略せずに書けるように練習しておきましょう。どの問題にも関わることですが、式が書けていても
計算ミスをしてしまうことがあります。１つ１つ丁寧に計算することを心がけてください。
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【理科】大問4題の構成。理科4分野を満遍なく出題。大問１は基礎的な4分野の小門集合を出題。濃度の計算は苦手な諸君は厳しい問題であったかもしれないが、健闘がみられた。次に天体に関する問題の記述の誤りが
みられた。自転と公転、日食と月食の違いなど、用語の整理をしてほしい。大問２は化学分野で木炭の燃焼に関する問題。この問題は文章をしっかりと読む必要がある。問題文を理解することで、有機物、無機物が理解で
きる。有機物、無機物の理解をして解答することが大切である。大問３は生物分野と地学分野の複合問題である。地学分野に関しては図１を用いて解答することが大切である。また、用語が難しく、戸惑った受験生も多く見
られた。しっかりと問題文を読み、地層に関する用語整理が必要である。次に生物分野に関しては、生物の特徴を図などから認識し、理解できれば解答できる問題である。特にアンモナイトとオウムガイを関連付けて解答
する必要がある。大問４は物理分野でテコの問題である。このテコに関する問題は、多くの受験生にとって苦手な範囲である。しかし、計算問題など、正答率も良く、健闘がみられた。
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【英語】出題形式は昨年度同様で、語彙力・文法力・読解力をバランスよく問う問題構成としています。第１問：旅行の計画を立てている家族と旅行代理店とのメールのやりとりを読み、本文中の空欄に当てはまる文や内容
について答える問題でした。２通のメールの対応する箇所を探し出し、全体の流れを考えて答える必要があり、受験生にとって難易度は高かったようです。第２問：標準的な対話文を完成させる問題です。概ねよくできてい
ましたが、文法的知識を問う問題の正答率は低かったです。第３問：イラストを見て、動詞や形容詞を答える問題です。概ねよくできていました。第４問：文法的知識を問う空所補充問題です。(1)が難しかったようですが、全
体的に正答率は高かったです。第５問：４コママンガの登場人物のセリフを答える問題です。全体的に正答率は高かったです。第６問：語句整序問題です。全体的に正答率は低かったです。高得点を目指すうえでは、長文
読解問題や語句整序問題で得点率を上げることが重要です。普段から様々なジャンルの英文に触れたり、基本的な文法事項を確認したりして高い正答率を目指しましょう。
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【国語】ＢＴ入試は、他の入試形態と異なり、記述や作文の問題が主となります。記述問題は、20字から40字程度、作文は400字程度のものが出題されます。これらの問題では、解答の根拠となる部分を文章中から適切に
見つけ出す力と、それを相手に伝える表現力が必要となります。大問1は、社会の持つ不利な側面を克服するため、「有利さ」に目を向け活かそうとする人々について説明した文章です。筆者は複数の具体例を用いながら
主張を展開しているので、具体例を整理しながら読み取る必要がありました。大問２は、人間は植物よりも高等な生命だという私たちの認識に疑問を投げかける文章です。植物がなければ人間は生きていくことがきでない
にもかかわらず、植物をコントロールしているつもりになっているという内容です。途中で話題が学問系統へと転換するため、読みにくいと感じるかもしれませんが、こちらの文章も、筆者の主張を丁寧に追いながら読んで
ほしいと思います。大問3は400字程度の作文です。今回は三十年後の自分を想像して書かなければならないという点で、受験生にとっては苦労した問題だったかもしれません。また、「理想とする生き方に近い人物」を挙
げた上で理由を説明し、今できることを述べるという複数の条件が設けられていたため、問題文の指示を注意深く読み取る必要がありました。問題文を正しく読み取れていなかったために減点されたり、意見を深めること
ができずに表面的な記述にとどまってしまったりした受験生がいましたが、意欲的に作文を書いているだけに、もったいないと感じました。記述力を身につけるためには、記述する練習も大切ですが、まずは多くの文章を読
み、物事を知ろうとする姿勢を持ってほしいと思います。知識や教養を蓄えることで、多角的な視点で文章を書けるようにはずです。
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【算数】この入試では、問題を解くために必要な情報を長い文章や会話文の中から読み取り、早く正確に解く力が求められています。大問１は動物の年れいを人間の年れいにおきかえる問題です。会話文にしたがって表を
見ながらそれぞれの年れいを求めればよいでしょう。どの表も等差数列であるので、ていねいに計算することで正解にたどりつけます。大問２は論理の問題です。得意の矢印というルールに沿って図を完成させていきま
しょう。(2)では①～⑤のBさんの発言から図を利用して整理することで求めることができます。(3)は(1)の結果から図３を完成させて解答しましょう。大問３は冊子の作成の問題です。文章や図２から最後のページは４×
(ページ数)ー２で求められることや、となりあう面のページの和はどの面も等しいことなどの数字の規則性を見つけることができれば容易に解くことができます。大問４は図形の回転についての問題です。(1),(2)は円周およ
びおうぎ形の弧の長さが動いた長さと一致します。(3)の②では、図形EFGは３枚のおうぎ形を重ねたもの(ルーローの三角形)ではありますが、図３の考え方を用いると半径６cmの円を転がすことと同じであるので、この図
形が通ったあとの部分はドーナツ型(半径18cmの円から半径12cmの円をのぞいた部分)になります。
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【理科・社会】大問が３題設定されており、第１問が社会、第２問が理科、第３問が社会・理科の複合問題でした。社会では、例年通り、単に基本語句を答える出題は少なく、歴史分野の「源頼朝」を問われる１問のみでし
た。また、例年と同様、各都道府県のデータ（今回であれば、各都道府県の農業の特徴と面積）を頭に入れておくと解きやすい問題を出題しました。また、１（１）Ⅱの水屋の役割を答える問題は、身近に起こりうる自然災害
に日頃から関心を持っているか、与えられた資料から災害の場面を想像し、適切な対応が何かを考えることができるかという、高度な思考力を要する問題でした。３の（８）では、地図と年表から必要な情報を読み取った上
で、地理と歴史、どちらの知識も用いて論述する問題を出題しました。その他は、雨温図から気候を読み取る問題、文章をよく読めば容易に空欄補充ができる問題など、例年、本校のＢＴ入試で頻出のパターンの問題が多
く見られました。過去問で対策をしてきた受験生にとっては、解きやすく感じたのではないでしょうか。理科では物理・化学・生物・地学からそれぞれに、様々なデータを読み取って思考する問題を多く出題しました。選択肢
から正答を選ぶ知識問題はよくできていました。説明文やデータから理由を説明する問題は少し難問であり、正答率が低くなっていました。文章を書くときには、思い込みで書かずに、何を問われているのかというポイント
をしっかり考えて文章を組み立てるようにしましょう。聞かれていることを的確に文章にできれば、より得点が取れたと思います。

(1)Ⅰ 57.1%

(1)Ⅱ 20.0%

(2)Ⅰ 42.9%

(2)Ⅱ 71.4%

(3) 57.1%

(4) 57.1%

１

(1)Ⅲ理由 14.3%

(2)Ⅰ 42.9%

(2)Ⅱ 85.7%

(2)Ⅲ1 100.0%

(2)Ⅲ2 21.4%

３ (1) 57.1%

２

(2) 42.9%

(3) 85.7%

(4) 71.4%

(5) 57.1%

(6) 57.1%

(7)方角 28.6%

３

(7)速さ 57.1%

(8) 54.3%
３

(5)1 71.4%

(5)2 100.0%

(5)3 85.7%

(1)Ⅰ 25.0%

(1)Ⅱ 14.3%

(1)Ⅲ記号 100.0%

１

２
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谷験テストの判定と入学試験の判定状況

谷験テストの得点分布とB判定（合格圏内）のボーダー／教科ごとの得点分布と平均点

谷験ⅠとⅡの両方を受験した児童の状況

大谷中学出身生（71名）の高校卒業時の進路

谷験テストⅡ（2025年12月）受験者の
入学試験受験状況

2025.10.18実施　谷験Ⅰ

Kタイプ　算数・国語

50分　150点×2科

受験者172名

2025.10.18実施　谷験Ⅰ

Tタイプ  適性検査型  算数・国語・理社

50分　100点×3科

受験者168名

2025.12.6実施　谷験Ⅱ

Kタイプ　算数・国語
50分　150点×2科

受験者271名

Cjr単願

Mjr単願

Mjr両願

Cjr両願

得点率

100

90～99

80～89

70～79

60～69

50～59

40～49

30～39

20～29

10～19

0～9

人数
0 30 35 40 45252015105

ⅠT得点率

平均得点率 58.9%

10 20 300 人数

10 20 300 人数

得点
  150

140～149
130～139
120～129
110～119
100～109
90～99
80～89
70～79
60～69
50～59
40～49
30～39
20～29
10～19
0～9

0 5 10 2515 20
人数

得点
         300
290～299
280～289
270～279
260～269
250～259
240～249
230～239
220～229
210～219
200～209
190～199
180～189
170～179
160～169
150～159
140～149
130～139
120～129
110～119
100～109
90～99
80～89
70～79
60～69
50～59
40～49
30～39
20～29
10～19
0～9

ⅠK合計

平均点 173.7点

0 10 20 4030
人数

得点
         300
290～299
280～289
270～279
260～269
250～259
240～249
230～239
220～229
210～219
200～209
190～199
180～189
170～179
160～169
150～159
140～149
130～139
120～129
110～119
100～109
90～99
80～89
70～79
60～69
50～59
40～49
30～39
20～29
10～19
0～9

ⅡK合計

平均点 180.9点

得点
  150

140～149
130～139
120～129
110～119
100～109
90～99
80～89
70～79
60～69
50～59
40～49
30～39
20～29
10～19
0～9

ⅠK国語

平均点 98.9点

100 人数

100 人数

10

30 40

30 40

30 40

20

20

200 人数

ⅠT算数

平均点 59.3点

ⅠT国語

ⅠT理社

平均点 57.0点

平均点 55.5点

※谷験ⅠとⅡの両方受験した児童に
　ついてまとめています。
※直線は谷験ⅠおよびⅡの同じ得点
　を結んだものです。

※下の各グラフ内の　　　 線は各試験区分における谷験テストのB判定の基準点です。

谷験受験者数

平均点 74.8点

ⅠK算数

得 

点

0 10 20 30 40 6050
人 数

   300
～299
～279
～259
～239
～219
～199
～179
～159
～139
～119
～ 99
～ 79
～ 59
～ 39
～ 19

谷
験
Ⅱ
K
の
得
点

谷験ⅠKの得点
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0
300250200150100500

谷験ⅠKとⅡKの両方受験
谷
験
Ⅱ
K
の
得
点

谷験ⅠTの得点率
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100806040200

谷験ⅠTとⅡKの両方受験

Cjr両願

Cjr単願

Mjr両願
Mjr単願

Cjr両願

Cjr単願

Mjr両願
Mjr単願

得点
  150

140～149
130～139
120～129
110～119
100～109
90～99
80～89
70～79
60～69
50～59
40～49
30～39
20～29
10～19
0～9

得点
  150

140～149
130～139
120～129
110～119
100～109
90～99
80～89
70～79
60～69
50～59
40～49
30～39
20～29
10～19
0～9

人数100 20 30 40

人数100 20 30 40

ⅡK算数

ⅡK国語

平均点 85.6点

平均点 95.3点

100
90～99
80～89
70～79
60～69
50～59
40～49
30～39
20～29
10～19
0～9

得点
100

90～99
80～89
70～79
60～69
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40～49
30～39
20～29
10～19
0～9

得点
100

90～99
80～89
70～79
60～69
50～59
40～49
30～39
20～29
10～19
0～9

得点

5550

マスターJr入学

コアJr入学
マスターJr合格

コアJr合格
不合格
入学試験未受験

谷験の得点率と評価
ⅠT M単願 M両・複 C単願 C両・複

A ☆ 63 ～ 58 ～

A ◇ 58 ～ 50 ～

A 50 ～ 45 ～ 40 ～ 35 ～

B 45 ～ 40 ～ 35 ～ 30 ～

C 40 ～ 35 ～ 30 ～ 25 ～

D 35 ～ 30 ～ 25 ～ 20 ～

E 30 ～ 25 ～ 20 ～ 15 ～

F 30 未満 25 未満 20 未満 15 未満

2025 2024 2023 2022 2021 2020 2019 2018 2017

谷験Ⅰ

Kタイプ 172 142 165 205 121 171 176 167 163
Tタイプ 168 132 131 152 128 119 112 101 53

計 340 274 296 327 249 290 288 268 216

谷験Ⅱ 271 279 300 301 300 245 261 243 210

合計 611 553 596 628 549 535 549 511 426
※欠席者は除いています。

谷験判定ごとの入試合格率

入学試験の判定 A B C D

マスター Jr
単願 100% 100% 100% 53%

専願・両願・複数回 100% 96% 38% 13%

コア Jr
単願 100% 100% 90% 100%

専願・両願・複数回 100% 100% 80% 45%

谷験の得点率と評価
ⅡK M単願 M両・複 C単願 C両・複

A ☆ 235 ～ 220 ～

A ◇ 220 ～ 210 ～

A 210 ～ 195 ～ 185 ～ 155 ～

B 195 ～ 185 ～ 155 ～ 130 ～

C 185 ～ 155 ～ 130 ～ 110 ～

D 155 ～ 130 ～ 110 ～ 90 ～

E 130 ～ 110 ～ 90 ～ 70 ～

F ～ 129 ～ 109 ～ 89 ～ 69

和歌山県立医科大学 / 医学部（医）

神戸大学 / 理学部

広島大学 / 教育学部

京都府立大学 / 文学部

大谷大学 / 文学部

大谷大学 / 文学部

大谷大学 / 文学部

京都光華大学 /こども教育学部

上智大学 / 文学部

中央大学 / 経済学部

同志社大学 / 経済学部

同志社大学 /グローバル地域文化学部

同志社大学 / 政策学部

同志社大学 / 文化情報学部

同志社大学 / 文学部

立命館大学 / 国際関係学部

立命館大学 / 情報理工学部

立命館大学 / 文学部

関西学院大学 / 総合政策学部

関西学院大学 / 総合政策学部

関西学院大学 / 法学部

関西大学 / 経済学部

関西大学 / 社会安全学部

関西大学 / 社会学部

関西大学 /ビジネスデータサイエンス学部

関西大学 / 法学部

近畿大学 / 国際学部

近畿大学 / 文芸学部

近畿大学 / 文芸学部

龍谷大学 / 経済学部

龍谷大学 / 国際学部

龍谷大学 / 先端理工学部

龍谷大学 / 先端理工学部

龍谷大学 / 法学部

京都産業大学 / 外国語学部

京都産業大学 / 外国語学部

京都産業大学 / 外国語学部

京都産業大学 / 外国語学部

京都産業大学 / 経営学部

京都産業大学 / 経済学部

京都産業大学 / 情報理工学部

京都産業大学 / 文化学部

京都女子大学 / 心理共生学部

京都女子大学 / 家政学部

追手門学院大学 / 国際学部

関西外国語大学 / 英語国際学部

関西外国語大学 / 英語国際学部

関西外国語大学 / 外国語学部

関西外国語大学短期大学部 / 未来キャリア英語学科

京都橘大学 / 文学部

佛教大学 / 文学部

奈良大学 / 文学部

京都文教大学 /こども教育学部

藍野大学 / 看護学部

京都橘大学 / 看護学部

摂南大学 / 看護学部

京都医療科学大学 / 医療科学部

帝塚山大学 / 現代生活学部

大阪成蹊大学 / 芸術学部

京都芸術大学 / 芸術学部

京都芸術大学 / 芸術学部

京都芸術大学 / 芸術学部

京都精華大学 / デザイン学部

文化学園大学 / 国際文化学部

京都製菓製パン技術専門学校 / パティシエ・ショコラティエ上級科

進学準備 / 6 名

計 71 名

谷験の得点率と評価
ⅠK M単願 M両・複 C単願 C両・複

A ☆ 230 ～ 215 ～

A ◇ 215 ～ 205 ～

A 205 ～ 195 ～ 185 ～ 165 ～

B 195 ～ 185 ～ 165 ～ 145 ～

C 185 ～ 165 ～ 145 ～ 110 ～

D 165 ～ 145 ～ 110 ～ 80 ～

E 145 ～ 110 ～ 80 ～ 60 ～

F ～ 144 ～ 109 ～ 79 ～ 59

※ �A ☆は全額給費、 
A ◇は半額給費です。
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谷験テストの判定と入学試験の判定状況

谷験テストの得点分布とB判定（合格圏内）のボーダー／教科ごとの得点分布と平均点

谷験ⅠとⅡの両方を受験した児童の状況

大谷中学出身生（71名）の高校卒業時の進路

谷験テストⅡ（2025年12月）受験者の
入学試験受験状況

2025.10.18実施　谷験Ⅰ

Kタイプ　算数・国語

50分　150点×2科

受験者172名

2025.10.18実施　谷験Ⅰ

Tタイプ  適性検査型  算数・国語・理社

50分　100点×3科

受験者168名

2025.12.6実施　谷験Ⅱ

Kタイプ　算数・国語
50分　150点×2科

受験者271名

Cjr単願

Mjr単願

Mjr両願

Cjr両願

得点率

100

90～99

80～89

70～79

60～69

50～59

40～49

30～39

20～29

10～19

0～9

人数
0 30 35 40 45252015105

ⅠT得点率

平均得点率 58.9%

10 20 300 人数

10 20 300 人数

得点
  150

140～149
130～139
120～129
110～119
100～109
90～99
80～89
70～79
60～69
50～59
40～49
30～39
20～29
10～19
0～9

0 5 10 2515 20
人数

得点
         300
290～299
280～289
270～279
260～269
250～259
240～249
230～239
220～229
210～219
200～209
190～199
180～189
170～179
160～169
150～159
140～149
130～139
120～129
110～119
100～109
90～99
80～89
70～79
60～69
50～59
40～49
30～39
20～29
10～19
0～9

ⅠK合計

平均点 173.7点

0 10 20 4030
人数

得点
         300
290～299
280～289
270～279
260～269
250～259
240～249
230～239
220～229
210～219
200～209
190～199
180～189
170～179
160～169
150～159
140～149
130～139
120～129
110～119
100～109
90～99
80～89
70～79
60～69
50～59
40～49
30～39
20～29
10～19
0～9

ⅡK合計

平均点 180.9点
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110～119
100～109
90～99
80～89
70～79
60～69
50～59
40～49
30～39
20～29
10～19
0～9

ⅠK国語

平均点 98.9点

100 人数
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30 40

30 40

20

20

200 人数

ⅠT算数

平均点 59.3点

ⅠT国語

ⅠT理社

平均点 57.0点

平均点 55.5点

※谷験ⅠとⅡの両方受験した児童に
　ついてまとめています。
※直線は谷験ⅠおよびⅡの同じ得点
　を結んだものです。

※下の各グラフ内の　　　 線は各試験区分における谷験テストのB判定の基準点です。

谷験受験者数

平均点 74.8点

ⅠK算数

得 

点
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谷験ⅠTとⅡKの両方受験
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  150
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100～109
90～99
80～89
70～79
60～69
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40～49
30～39
20～29
10～19
0～9

得点
  150

140～149
130～139
120～129
110～119
100～109
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50～59
40～49
30～39
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10～19
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得点

5550

マスターJr入学

コアJr入学
マスターJr合格

コアJr合格
不合格
入学試験未受験

谷験の得点率と評価
ⅠT M単願 M両・複 C単願 C両・複

A ☆ 63 ～ 58 ～

A ◇ 58 ～ 50 ～

A 50 ～ 45 ～ 40 ～ 35 ～

B 45 ～ 40 ～ 35 ～ 30 ～

C 40 ～ 35 ～ 30 ～ 25 ～

D 35 ～ 30 ～ 25 ～ 20 ～

E 30 ～ 25 ～ 20 ～ 15 ～

F 30 未満 25 未満 20 未満 15 未満

2025 2024 2023 2022 2021 2020 2019 2018 2017

谷験Ⅰ

Kタイプ 172 142 165 205 121 171 176 167 163
Tタイプ 168 132 131 152 128 119 112 101 53

計 340 274 296 327 249 290 288 268 216

谷験Ⅱ 271 279 300 301 300 245 261 243 210

合計 611 553 596 628 549 535 549 511 426
※欠席者は除いています。

谷験判定ごとの入試合格率

入学試験の判定 A B C D

マスター Jr
単願 100% 100% 100% 53%

専願・両願・複数回 100% 96% 38% 13%

コア Jr
単願 100% 100% 90% 100%

専願・両願・複数回 100% 100% 80% 45%

谷験の得点率と評価
ⅡK M単願 M両・複 C単願 C両・複

A ☆ 235 ～ 220 ～

A ◇ 220 ～ 210 ～

A 210 ～ 195 ～ 185 ～ 155 ～

B 195 ～ 185 ～ 155 ～ 130 ～

C 185 ～ 155 ～ 130 ～ 110 ～

D 155 ～ 130 ～ 110 ～ 90 ～

E 130 ～ 110 ～ 90 ～ 70 ～

F ～ 129 ～ 109 ～ 89 ～ 69

和歌山県立医科大学 / 医学部（医）

神戸大学 / 理学部

広島大学 / 教育学部

京都府立大学 / 文学部

大谷大学 / 文学部

大谷大学 / 文学部

大谷大学 / 文学部

京都光華大学 /こども教育学部

上智大学 / 文学部

中央大学 / 経済学部

同志社大学 / 経済学部

同志社大学 /グローバル地域文化学部

同志社大学 / 政策学部

同志社大学 / 文化情報学部

同志社大学 / 文学部

立命館大学 / 国際関係学部

立命館大学 / 情報理工学部

立命館大学 / 文学部

関西学院大学 / 総合政策学部

関西学院大学 / 総合政策学部

関西学院大学 / 法学部

関西大学 / 経済学部

関西大学 / 社会安全学部

関西大学 / 社会学部

関西大学 /ビジネスデータサイエンス学部

関西大学 / 法学部

近畿大学 / 国際学部

近畿大学 / 文芸学部

近畿大学 / 文芸学部

龍谷大学 / 経済学部

龍谷大学 / 国際学部

龍谷大学 / 先端理工学部

龍谷大学 / 先端理工学部

龍谷大学 / 法学部

京都産業大学 / 外国語学部

京都産業大学 / 外国語学部

京都産業大学 / 外国語学部

京都産業大学 / 外国語学部

京都産業大学 / 経営学部

京都産業大学 / 経済学部

京都産業大学 / 情報理工学部

京都産業大学 / 文化学部

京都女子大学 / 心理共生学部

京都女子大学 / 家政学部

追手門学院大学 / 国際学部

関西外国語大学 / 英語国際学部

関西外国語大学 / 英語国際学部

関西外国語大学 / 外国語学部

関西外国語大学短期大学部 / 未来キャリア英語学科

京都橘大学 / 文学部

佛教大学 / 文学部

奈良大学 / 文学部

京都文教大学 /こども教育学部

藍野大学 / 看護学部

京都橘大学 / 看護学部

摂南大学 / 看護学部

京都医療科学大学 / 医療科学部

帝塚山大学 / 現代生活学部

大阪成蹊大学 / 芸術学部

京都芸術大学 / 芸術学部

京都芸術大学 / 芸術学部

京都芸術大学 / 芸術学部

京都精華大学 / デザイン学部

文化学園大学 / 国際文化学部

京都製菓製パン技術専門学校 / パティシエ・ショコラティエ上級科

進学準備 / 6 名

計 71 名

谷験の得点率と評価
ⅠK M単願 M両・複 C単願 C両・複

A ☆ 230 ～ 215 ～

A ◇ 215 ～ 205 ～

A 205 ～ 195 ～ 185 ～ 165 ～

B 195 ～ 185 ～ 165 ～ 145 ～

C 185 ～ 165 ～ 145 ～ 110 ～

D 165 ～ 145 ～ 110 ～ 80 ～

E 145 ～ 110 ～ 80 ～ 60 ～

F ～ 144 ～ 109 ～ 79 ～ 59

※ �A ☆は全額給費、 
A ◇は半額給費です。




